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目的 原発巣の切除術において筋膜切除が局所再発、生存率に影響を及ぼ

すか検討する 

研究デザイン 後ろ向きコホート研究 

セッティング テキサス大学 M.D.アンダーソン 

対象者 1961 年から 1974 年まで M.D.アンダーソンで治療された患者、107

人で筋膜切除を行い 95 人で筋膜を保存した。遠隔転移のある患者、

予防的リンパ節隔清をした患者、遠位四肢原発患者（isolated 

perfusion が行われている率が高いので）は除外した。1969 年まで

はほとんどの患者で筋膜切除が行われ、1969 年以降筋膜は切除され

ていない。 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 

対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 

7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 

9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 

11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  

13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  

16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 

19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  

22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 筋膜の切除 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 局所再発 1.主要 2.副次 3.その他（3 ）

2 生存率 1.主要 2.副次 3.その他（3 ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

再発に関して筋膜を切除した群としなかった群では、局所再発

（2.8％、5.3％）、所属リンパ節転移（19.6％、25.3％）、遠隔転移

（6.5％、10.5％）と有意差はないものの筋膜切除を行った群で良好

な傾向が認められた。再発後の生存率に関して 2 群間に有意差は認

められなかった。体幹の前後に分けて検討を行ってが、再発と生存

率に関して有意差は認められなかった。総生存率に関しても有意差

は認められなかった。 

一次研究の 8項目 

結論 

筋膜切除が予後を改善するという仮説は支持されなかった。 
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